
太陽光・風力発電の効率と実用性について 

3 年  W.H W.N T.R N.Y M.M Y.E 

 

１．目的 

違った気象条件における太陽光・風力発電の発電量をまとめ、その関連性と効率

を知る。横浜と日吉においての天候と発電量について相関があるか調べる。 

２．方法 

２－１  
あらかじめ慶應大学理工学部により集計された２００６年４月から１０月初旬

のデータの中からそれぞれ違った天候条件「晴れ・曇り・雨と、風が強い（風速

５ｍ/ｓ以上）・風が弱い（風速４ｍ/ｓ以下）」を組み合わせた６種類のデータを
DAQSTANDARDによりエクセルソフトに変換し、グラフを作成した。 

  ２－２ 
それぞれが担当した日の天気を気象庁のアメダスのデータと比較し関連性を考 
察した。 



３．結果・考察 

３－１：太陽光発電 
晴れで風が強い日 
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晴れで風が弱い日 

太陽光発電（晴れで風が弱い日）
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曇りで風が強い日 

9/27　太陽光発電（曇りで風が強い）
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曇りで風が弱い日 

太陽光発電量（曇りで風が弱い）

0

15

30

45

60

75

90

105

120

135

150

0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:0
0
11:0
0
12:0
0
13:0
0
14:0
0
15:0
0
16:0
0
17:0
0
18:0
0
19:0
0
20:0
0
21:0
0
22:0
0
23:0
0
0:00

時刻

発
電
量

（
W
/
S

)

 



雨で風が強い日 

太陽光発電（雨で風が強い）
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雨で風が弱い日 

太陽光発電量（雨で風が弱い）
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太陽光発電量（Ｊ） 晴れ 曇り 雨 

風の強い日 1324597.0 611747.1 201291.9 

風の弱い日 1542347.0 128143.4 702743.4 

平均発電量（Ｊ） 1433472.0 369945.3 452017.7 

発電量(Ｗ） 16.5911111 4.281774 5.2316858 

 
グラフ、表から分かるように太陽光発電は晴れのとき発電量が最も多く、曇り・雨の日

は発電量があまり変わらず、晴れの日の３分の１程であった。また、発電量を１時間毎に

集計して、気象庁の横浜地点の日射時間と比べてみた。なお、気象庁の横浜地点のデータ

の欠落が多く、９月２５日（曇りで風が強い日）、９月２７日（晴れで風が強い日）しか比

較できなかった。 
 



９月２５日（曇りで風が強い日） 
太陽光発電量（日吉） 
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日照時間（横浜） 
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グラフの形は大まかではあるが似通っている。グラフから、横浜では８時、１３時、１７

時に日射量が多くなっている。一方、日吉地点では８時、１０時、１４時、１７時に発電

量が多くなっている。このグラフから、横浜と日吉では多少の相関関係があるといってい

いだろう。 
 



９月２７日（晴れで風の強い日） 
太陽光発電量（日吉） 
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日射時間（横浜） 
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横浜では９時～１０時、１５時に日射量が多くなっている。日吉では９時～１０時に発電

量が多くなっているが、１５時には発電量が落ちている。このグラフから、横浜と日吉で

は多少の相関がみられた。 



３－２ 風力発電 
晴れで風が強い日 

風力発電(晴れで風が強い日)
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風力発電（曇りで風が強い日）
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雨で風が強い日 

風力発電（雨で風が強い日）

0

10

20

30

40

50

0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00  



晴れで風が弱い日 
風力発電（晴れで風が弱い）
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風力発電量（Ｊ） 晴れ 曇り 雨 
平均発電量

（Ｊ） 
発電量（Ｗ） 

風の強い日 366199.8 296186.4 1082560.0 581648.7 6.73204552 

風の弱い日 38274.3 608934.8 43145.1 230118.1 2.66340355 

 
グラフや表から分かるように、やはり風の強い日に発電量が多くなった。また、発電

量の変動が激しいこともわかる。作成したグラフの発電量を１時間毎に集計し、気象庁

の横浜地点と比べてみた。 
 



９月１７日（曇り・風が弱い） 
風力発電量（日吉） 
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グラフの形はやや似ている。９時、１９時、２３時に発電量、風速ともに高くなっている。 
このグラフから、横浜と日吉は相関関係にあると考えられる。
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９月２５日 
風力発電量（日吉） 

晴れで風が強い日
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横浜では１５時に風速が最大になっているが日吉でそれは見られず、１１時、１６時、１

８時、２１時に発電量が高くなっていた。しかし、どちらも午後に風速・発電量が多くな

っている。この点では共通点がある。



９月２７日 
風力発電量（日吉） 

曇りで風が強い日
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グラフの概形はやや似ている。横浜では１０時、１４時～１５時に風速が高い。日吉では

９時、１４時あたりで発電量が多くなっている。このことから、横浜と日吉に相関関係が

あるとわかる。 
 



９月３０日 
風力発電量（日吉） 

曇りで風が弱い日
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風速（横浜） 
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 横浜では１，４，６，１４，２１，２３時に、日吉では２～３、１３～１４、１６、２１
時に風速・発電量が上がっている。このグラフから、横浜と日吉では多少の相関関係があ

ると考えられる。 



１０月１日 
風力発電量（日吉） 

雨で風が弱い日
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風速（横浜） 
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 グラフの概形は非常によく似ている。横浜では１０，１７～１８時に風速が高くなっ
ており、日吉では発電量が多くなっている。このことから横浜と日吉には相関関係があ

ることがわかる。 



１０月６日 
 
風力発電量（日吉） 

雨で風が強い日
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横浜では常に強い風が吹いており、日吉では他の日には見られないような発電量が目立つ。 
横浜ではあまり変動は見られないが６時と１７～１８時に風速が上がっていて、日吉にお

いても発電量が大きく上がっている。このことから、横浜と日吉では相関関係があると考

えられる。また、６時や１８時を見てみると風速が２ｍ/ｓ程上がっただけで発電量が３～
４倍になっている。風速が速くなればなるほど発電量が飛躍的に多くなると考えられる。 
 



３－３ 考察のまとめ 
①これらより、横浜と日吉では、天候条件と発電量に相関関係が見られた。 
このことから、気象庁に出ている横浜のデータを見ることで、その時の日吉での発電

量を知ることが出来ると考えられる。 
 
②太陽光発電と風力発電を比べてみたとき、太陽光発電は太陽が出ている間しか発

電できないが、発電量が風力発電に比べ、大変安定している。また、発電量において

も、太陽光発電の方が優れている。よって、日吉のような天候条件では、風力発電よ

りも太陽光発電のほうが適していると考えられる。 
 
③風速が上がれば上がるほど、発電量が多くなる理由は、物体の持つ運動エネルギ

ーは、Ｅ＝1/２×ｍｖ²とあらわされ、速度の二乗に比例する。よって、風速が高い状
態では、速度が少し上がるだけでエネルギーは大きく増加する。風力発電はそのエネ

ルギーで発電をしているので、発電量も大きく増加すると考えられる。 



４．結論 
・ 日吉地点と横浜地点の天候状態には相関がある。 
→気象庁の横浜地点のデータを見ればだいたいの日吉の発電量がわかる。 

・ 総発電量から発電効率を求めた。最大発電量は太陽光が８５（Ｗ）、風力発電が２００

（Ｗ）から計算して、 
晴れ 19.52% 曇り 5.04% 雨 6.15% 

風が強い 3.34% 風が弱い 1.33%     

となった。発電効率では太陽光発電のほうが良く見えるが、これは風力発電は強い風が

吹いてきたときに対応できるよう最大発電量が高く設定されていて、太陽光発電は日中

安定して発電できるので最大値があまり高く作られていないためと考えられる。 
・ 実用性について 
今回の発電量で、どれだけの家電製品をどのくらい動かせるのか調べてみた。 

 

 
この結果から、この発電装置ではパワー不足で１日に蛍光灯１本満足につけられないと

いう結果になった。これを解決するにはもっと設置台数を増やすしかないだろう。 
 

5．感想 

  今回のレポートでは、扱うデータが膨大で処理しきれない所もあり大変苦労しました。

しかし、理工学部の植田教授に指導をしていただき、なんとか完成させることが出来まし

た。ありがとうございます。太陽光・風力発電という天文とはまったく関係ない分野をや

っていましたが大丈夫だったのでしょうか？心配です。最後に、一年間どうもありがとう

ございました。 

風力 天候 風が強い 風が弱い

蛍光灯（４０W） ７．５時間 １８分

テレビ（２００W） １時間半 ３分

電子レンジ（５００Ｗ） ３６分 １分２０秒

太陽光 天候 晴れ 曇り・雨
蛍光灯（４０W） １０．７時間 ４時間２５分

テレビ（２００W） ２時間 ５０分

電子レンジ（５００W） ５１分 ２０分


